
j

附
川
の
一
一
十
一

μ、
当
附
叫

知

事

環

境

靖

生

た

規

察

一

の

ご

十

五

%

、

言

問

祭
出
同
知
簡
明
紋
去
る
六
月
一
当
日
時
弘
、
・
江
口
察
議
、
一
の
二
十
公
孫
、
夜
子
関
ふ

…
十
一
一
…
日
午
後
三
降
、
本
一
後
燦
綴
全
部
開
訳
、
州
側
副
党
師
同
…

mv

一
一
一
十
が
と
な
っ
て
い
一

附
吋
の
協
賊
帥
憐
蜘
抑
止
中
古
ア
ル
一
裕
一
報
国
間
制
桝
制
限
、
家
務
総
川
崎
方
一
九
句
。
一

区
ハ
第
七
恵
在
一
夜
祭
の
…
察
滋
所
長
、
広
一
唆
倒
宰
林
一
甲
山
間
効
後
:
・
布
銃
汚
比
三

二

L

f

v

謀

総

量

に

ゴ

プ

室

町

、

蓄

に

於

て

一

言

i詳
し

た

い

ぷ

話

料

一

b
ト
設

r

d
す

私

尽

も

、

一

電

波

孫

子

宮

…

小

慾

の

後

、

雲

夏

、

一

倫

と

れ

よ

P
さ
章
一
一
十
一

ヰ

ヲ

一

開

設

持

十

日

リ

制

服

い

M
M

一
同
誌
諮
問
問
、
♂
軒
諮
問
料
γ

時
計
一
抗
野
党
討
一

人

六

五

万

七

千

日

い

い

は

県

三

時

比

げ

純

一

訪

れ

臨

む

い

一

口

日

立

恥
諮
問
山
諮
問
げ
河
野
市
即
時
一
一
計
約
訪
れ
れ
一
小
H
3
2
1

雲
行
事
ご
…
刊
川
川
;
一
誌
な
を
設
備

富
山
主
詩
的
官
級
め
三
十
八
件
め
議
案
い
主
役
一
仁
、
制
収
級
委
員
会
の
繁
雄
総
vE
経

…

ま

ナ

、

一

註

会

労

働

格

設

費

十

五

バ

万

五

ク

術

開

討

の

主

義

て
一
一
…
十
日
の
本
会
訟
で
十
六
件
の
務
栴
常
を
可
決
、
…
一
十
一
一
体
安
域
紛
議
会
ま
で
に
各
一
次
に
惜
構
築
安
と
し
て
鈴
一

J

一
位
の
パ
ー
セ

ν
T
1

委
員
会
総
与
お
い
て
の
総
判
例
総
務
E
H
W
殺

し

た

。

…

各

款

に

計

上

の

揖

期

b
、
帥
村
…
六
月
…
…
一
十
日
可
決
さ
れ
た
本
予
繁
以
一
小
む
鯵
没
後
一
ジ
在
吋
然
し
て
い
る
。

一
に
ゆ
盈
点
的
考
脚
臓
の
ト
ム
ピ
立
一
日
数
在
品
閥
抗
w
m
閥
小
の
機
器
明
、
川
閉
山
後
鮪
野
地
区
職
制
立
校
舎
の
部
税
…

v
土
木
議
j
久
品
サ
家

i
北

側

議

会

記

お

け

る

一

れ

れ

長

引

い

間

町

内

誠

一

伊

詩

語

龍

一

持

品

持

取

れ

れ

ド

諮

問

い

仁

川

訪

日

一

抑

制

訪

問

諸

守

す
ご
一
般
ヤ
土
木
の
際
糊
品
刷
工
事
、
殺
に
抽
出
お
ポ
ン
プ
め
繕
求
、
…
札
り
ら
が
そ
の
ふ
八
商
問
を
み
弘
江
総
べ
る
e

…
湖
北
納
期
附
除
+
悶
戸
送
開
間
部
制

町

長

の

予

算

大

要

説

明

一

滅

菌

室

ま

T、

2
5各
種

護

室

泌

一

}

、

総

入

一

し

て

室

長

、

豊

一

審

主

主

、

空

一
で
あ
り
設
す
が
、

M
M
点
、
会
弘
一
刑
務
山
叫
総
数
八
千
六
官
同
開
問
一
夜
入
の
関
か
ら
日
凡
あ
と
…
員
ハ
山
八
十
四
人
〉
八
対
校
一
治
隊
総
務
工
事
の
分
相
料

開
昭
和
三
十
年
後
中
毒
装
ぺ
外
縁
側
制
緩
二
一
一
十
数
件
…
十
五
万
七
千
潟
と
相
相
君
主
す
ま
す
。
と
れ
院
議
…
附
町
民
税
と
襲
警
苧
十
一
月
誌
で
毅
議
員
(
…
金
も
幽
梢
げ
ら
れ
て
い
る

出
品
目
指
一
一
一
…
…
一
一
刊
誌
…
…
町
民
間
刊
誌
一
明
日
間
一
比
一
即
日
刊
誌
日
程

l

j

-

よ
J

一
あ
安
ま
す
の
で
、
モ
の
苦
言
切
い
て
砕
い
、
品
約
一
段
丘
誠
一
一
ニ
ケ
潟
村
に
・
と

n
m
一
、
災
尚
一
町
、

FJ附町、一

肺
問
時
打
~
金
事
務
と
し
て
、
得
了
承
緩
い
と

u

ゆf~会舎ヤに仏誌於ザて、も、憤警酋護撃品談馨枇稼護骨滋議繍総隣の紡霊忍泉川、問談総
i
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の

吉幻U
b
、…汚勾勺れ絞義奴語終経仙菱一焚従言i

を忽孟杭鰐鰐郎符一滅滅、しして、凡ゆφdあ樹総梢
ιに
に
於
て
恥
配
制
制
…
一
府
税
終
日
仏
関
空
雲
仙
附
の
負
談
合
言
づ
い
て
は
、
旦
務
総
本

w
E
Z帥
航
空
淡
路
で
あ
る
。

り
大
も
く
し
穴
い
と
品
時
制
附
い
た
唱
し
ま
す
る
が
も
際
…
仲
悼
の
祭
縦
糸
び
本
町
‘
変
革
す
築
地
中
燃
料
祭
締
約
一
絞
の
崎
氏
隊
一
さ
れ
的
役
扶
養
挨
縁
側
側
一

V
役
明
暗
門
学
・
判
長
の
予
務
…

b
わ
る
叫
財
担
窓
綴
削
岩
号
、
、
級
品
科
工
夫
抑
制
約
も
期
一
…
ぷ
基
い
て
、
そ
の
品
交
を
上
げ
、
そ
の
舶
来
語
入
位
、
一
が
一
例
慌
に
虫
色
同
に
な
…
滋
開
明
に
も
お
あ
撲
に
戸

市
民
い
ま
々
ん
の
で
、
総
本
的
に
は
、
漁
粉
、
問
一
一
…
ナ
肘
均
一
昨
昨
年
波
の
察
翌
芸
品
交
の
震
燃
料
削
を
計
上
1j¥

叫
財
政
一
?
た
た
め
習
会
w
角
川
総
長
め
仏
室
長
一
一
一
ル
ク
附
町
村

叫
引
に
号
、
、
会
点
、
祝
日
議
決
さ
れ
き
わ
の
に
妻
子
こ
の
臨
時
金
化
立
書
し
た
の
勺
め

E
ま

え

一

軽

減

、

と

な

っ

た

。

…

合

併

し

て

の

き

ゑ

と

淡

渓
彩
、
合
併
の
た
め
、
祭
念
不
得
次
の
募
集
mw
掛
料
品
刊
と
一
註

b
友
が
ら
、
間
柄
+
枯
ら
ら
わ
れ
て
ゆ
#
る
践
の
、
町
税
一
ハ
鮮
総
務
一
一
抑
制
品
故
原
〉
…
後
生
活
問
問
統
合
…
点
在

制
財
政
の
捌
制
緩
に
緩
み
ま
し
て
、
そ
の
附
新
製
凌
を
悦
糊
抑
燃
し
一
h
U

凶
問
機
在
日
見
る
在
、
機
的
制
額
は
終
に
一
一
千
輸
相
夜
明
μ
仰
の
十
回
一
、
放
出
山
一
緑
樹
附
し
て
認
持
拡
在
し
た

枇刷叩?の拭静ザ肱
t
h

忽
和
訓
え
た

κ州
側
窓
脱
出
決
耐
却
で
あ
控
ま

7
6
一
多
額
に
ふ
り
て
札
が
る
と

k
仲
林
、
持
政
相
糊
綾
上
、
答
申
臨
し
一
帯
議
会
緩
i
談
員
の
談
後
一
五
ク
市
山
潟
村
の
叫
ん
桜
山
川

燃
や
て
、
特
甘
い
輪
開
品
m
E
持
品
凡
な
い
予
察
、
あ
る
と
k
k
一
な
ベ
室
践
裂
で
為

P
ま
ァ
。
依
っ
て
、
そ
の
級
制
械
は
喫
一
は
間
我
孫
子
配
札
一
準
と
…
検
事
mu
十
九
災
、
隊
商

法
、
抑
制
、
か
、
物
足
ら
ぬ
燦
綜
あ
9
ま
す
が
、
要
す
る
に
↑
甑
捕
の
附
問
問
糊
と
し
て
、
側
斜
く
之
在
検
討
し
、
等
援
し
な
け

本
附
町
財
致
柄
引
税
級
位
、
内
紛
少
し
も
、
織
4
W
摘
な
参
と
は
娘
一
れ
ば
た
ら
ゑ
い
と
苓
ヂ
あ
・
次
第
で
あ
り
設
す
。
品
定
血
判
事

し
幾
い
い
の
で
あ
き
ま
す
の
で
、
ま
づ
品
脱
出
同
mu
…
閣
に
於
て
一
水
制
ザ
府
県
予
算
に
計
上
古
れ
た
議
品
織
の
完
滋
の
た
め
に
も

は
、
災
後
る
だ
け
、
際
的
関
方
針
在
制
部
一
塁
ま
し
た
た
の
に
…
と
め
排
締
約
幾
怒
は
、
水
加
ザ
南
EK-
開
問
や
ら
れ
た
釜
本
的
汝

紬
制
時
閥
、
事
掛
漁
協
弘
、
資
点
的
問
に
潮
崎
、
文
必
ぼ
絞
ら
な
か
っ
た
一
大
中
築
業
で
あ
る
ま
断
じ
た
い
の
で
各
記
長
ナ
。
本
日
と

の
で
あ
告
ま
す
。
そ
の
・
主
た
る
も
の
を
挙
げ
ま
す

級事自三五十年度後入蔵政iぞ子主主

歳 入 (長昇段"ff弓〉

1 出J f立 52，302
2 総力資付設 4，3鈴
3 {;と号室企業及 白骨2

民主室主校入

4 {史期総浅手数料 1，496 
5 ~契機3主的主主 8，48母
6 祭主主出会 1，601 
7 符約金 405 

詩繰入金 5，200 
9 き量級金 2，326 
10 車普段入 3，655 
11 関議 5，800

i 主主入会計 86，457 

主主 /ll く塁手段千山内)

1 談会後 1ぷ75
2 i笠珪}立を 22，033 
3 空手奈お~iíき殺 5，403 
4 二七 ;;i之 さそ 5，612 
5 絞 背後 24，744 
G 級会友労働総5空交11，353

7 保健字詰.1tn 2，416 
8 主義主主主総1'( 3，723 
9 Jば塗授 438 
10 統計蓄電主義後 436 

11 長選挙後 776 
12 会 後安 1，749 
13 ~警災 i益金 5，165 
14 予儀委そ 734 

ま議出令官t 86，457 

作
発行妨

T望書祭主主f幸子持f

君主主主守'2061

我孫子IIIT役場

(4 2 ~宰
n~~足技孫子\142番，242幣

1智本元二

報調工蓄率ぎえ昭和 30年 7月(1 ) 

ハ
六
月
二
十
六
協
議
会
泌
総
V

一
八
六
郎
〉
抑
制
議
勢
崎
地

ぼ
減
作
品
校
舎
の
判
制
緩
纂

議
在
緩
い
ぷ
ぶ
し
て
、
級

官
日
施
設
の
総
支
を
目
指

し
て
あ
る
。
品
開
小
さ
い

官
事
裁
リ
ピ
時
以
布
佐
小
mw
側関

所
判
明
築
、
勝
陥
州
制
緩
鏡
、

細
附
品
崎
市
'
の
放
滋
絞
納
得

ぶ
掲
げ
ら
れ
て
あ
b
、

本
予
算
の
二
十
八
必
を

一
玖
し
て
い
る
。

wv
紅
会
労
働
ぬ
淡
品
質
・
1
A
h

務
仲
間
宅
一
一
十
戸
の
建
築

在
始
め
、
期
間
北
地
浴
に

保
育
殺
の
絞
描
也
、
公
掛
融

資
制
憶
の
新
設
が
機
げ
ら

れ
で
あ
る
。
・
本
予
淡
の

十
一
一
一
劣
を
ぶ
し
て
い
る

ず
淡
淡
縫
湾
設
;
終
決
出
管

仲
間
除
耽
愉
拠
点
に
、
柑
閥
次

加
問
濡
山
都
掴
問
、
地
州
制
側
同
棚
氷
助

成
金
が
柄
拘
げ
ら
れ
で
あ

る
五
ナ
務
関
税
の
中
で

鳩
山
山
崎
に
次
ぐ
口
一
議

g

で
あ
る
。

す必

"';Ytiu 守%庁、， ー全

革主総骨量 吋そご!"
ノ

rZN
H 

さ

ぎ

の

!

ま

輩

記

フ

ヤな
H
H
仁
会
批
判
然
一
号
在

出
し
た
向
絞
も
第
ば
…
惨
を

数
え
る
工
う
に
な

E
ま
し

た。
第
一
…
州
市
柄
、
将
願
い
し
た

つ
社
会
数
審
問
問
問
体
の
俊
民
闘
い

w
い
づ
い
て
は
、
誠
桝
務
ま
で

に
こ
問
問
ル
怖
か
ら
の
間
以
蹴
搬
を

交
付
凶
り
ま
し
た
が
、
鯵
入

会
や
蹴
持
和
十
四
凶
蹴
噌
で
糸
澄
録

の
間
関
係
に
つ
い
て
は
、
問
中

ゑ
に
教
育
議
後
会
事
務
凶
仰

に
取
し
出
向
て
下
諮
る
主
う

願
い
ま
ア
。

第
一
号
ポ
泊
券
録
し
た
附
門

家
附
闘
機
は
熱
心
な
る
皆
様

方
の
応
樹
齢
を
得
ま
し
て
、

そ
の
数
五
十
点
ぶ
及
び
ま

'
t
o
 

、E
E
h
d
v
rそ

の
務
後
会
在
六
月
二

十
日
午
後
一
時
か
ら
小
川

統
一
一
発
生
及
び
絞
蜘
綿
一
一
一
回

一
一
発
府
内
線
十
数
人
の
機
後

闘訓
mw
様
滞
在
峨
刊
で
閉
山
惜
し

ま
し
た
。
当
5
は
…
一
一
十
療

を
趨
ナ
臨
調
会

ω中
で
午
後

六
時
ま
で
慎
晴
嵐
絞
る
審
奈

が
戸
ね
む
れ
た
怯
和
田
端
攻
鮒
仰
の

方
々
が
当
縫
い
た
し
ま
、
し

た
。
終
的
関
時
拡
制
抑
制
加
を
以
っ

て
縁
付
い
た
し
・
ま

7
e

、
町
葉
山
間
欄
潜
唱
骨

品特措欄甜繍…日…

肱悼み
端
科
帽
郁
子
符
山
同
制
川
崎
山
総

グ

中

村

崎

仰

東

京

総

新

井

〈名一小叫酔》

品
同
第
一
脇
市
で
も
お
隣
い
い

た
し
ま
し
が
と
の
肉
親
相
応

蹴
倒
し
て
の
御
索
開
片
又
は
御

希
部
地
絡
み
り
ま
い
し
た
ら
お

篠
山
屯
下
さ
る
線
灘
か
て
お

附
闘
い
し
ま
ナ
。

'
も

ya
人
J
P
1

h
v
a
m
v
l
h
p
d
 

h
v

、
争・宅

各

議

域

に

赤

荊

護

抽
陣
染
絞
め
あ
牢
中
間
期
を
わ
か
え
て
問
で
は
、
い
ろ
い
ろ

対
策
を
講
じ
て
必

b
ま
す
が
、
本
年
に
入
っ
て
か
ら
ず

で
に
m
門
名
の
務
総
出
胤
設
が
発
生
し
て
在

P
ま
す
の
で
、

油
商
品
開
の
持
拡
榔
棋
を
祭
み
ま
す
。

〈
民
象
機
〉



(2) 

22 
の

あ町
ら税
まの
し

第 3号

一
、
町
完
投

今
年
の
耐
町
民
税
は
一
日
一
前
町
村
合
併
に
よ
づ
て
桝
出
稼
仲
担
問

と
仮
調
州
北
材
料
は
去
年
主

P
大
変
佼
え
た

F
ま
し
た
。
今

年
の
終
抑
制
漆
ψ
た
点
は
間
山
布
俊
樹
叫
が
絞
糊
常
務
…
人
に
円
ノ

量
五
官
同
m
科
在
鈴
臨
附
し
て
い
た
も
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